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店 舗 情 報

住　　所
電　　話

仲多度郡まんのう町買田563-1
0877-58-8707

お好み焼き鉄板焼　田中屋

住　　所
電　　話

仲多度郡琴平町720-13
0877-88-8222

焼鳥・骨付鳥　田中屋
たなかや FRESH JUICE&KAKIGORI

　

株
式
会
社
田
中
屋
は
、
県
内
３
店
舗
の
飲
食
店
を
経
営
し

て
い
ま
す
。
ま
ん
の
う
町
買
田
の
国
道
32
号
沿
い
に
あ
る
ふ

わ
ふ
わ
食
感
が
自
慢
の
「
お
好
み
焼
き
鉄
板
焼　
田
中
屋
」、

“こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
”の
参
道
口
に
あ
る
香
川
名
物
骨
付
き
鳥
を

販
売
す
る
「
焼
鳥
・
骨
付
鳥　
田
中
屋
」、
そ
の
隣
に
あ
る
、

流
行
の
飲
食
物
を
そ
ろ
え
た
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
カ
フ
ェ
「
た

な
か
や FRESH

 JU
ICE&

K
A
K
IGO
RI

」
で
す
。

　

田
中
屋
で
は
、香
川
県
随
一
の
観
光
地
“こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
”

近
辺
の
飲
食
店
と
し
て
、
観
光
客
向
け
に
事
業
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
が
、
昨
年
春
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
よ
り
観
光
客
は
激
減
し
、
こ
の
現
状
を
打
開
す

る
た
め
に
大
き
な
方
針
転
換
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
感
染
リ
ス
ク
を
抑
え
る
た
め
に
屋
外
販
売
の
実

施
を
思
い
付
き
、
屋
台

の
導
入
に
つ
い
て
、
普
段
か
ら
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
商
工
会
に
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
持
続
化
補
助
金
を
ご
紹
介
い
た

だ
き
、
申
請
を
支
援
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。計
画
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、

商
工
会
か
ら
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
サ
テ
ラ

イ
ト
の
専
門
家
相
談
を
勧
め
ら
れ
、
指

導
員
さ
ん
と
三
者
で
作
成
し
ま
し
た
。

自
社
を
見
直
す
こ
と
で
、
業
態
の
異
な

る
経
営
経
験
の
豊
富
さ
が
自
社
の
強
み

だ
と
気
付
き
、
そ
れ
を
踏
ま
え
屋
台
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
綿
密
に
内
容
を
詰
め
、
計
画
書
に
盛
り

込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

専
門
家
や
指
導
員
さ
ん
の
第
三
者
の
助
言
に
よ
り
、
自
社

の
経
営
資
源
に
つ
い
て
再
認
識
す
る
こ
と
も
で
き
、
無
事
に

補
助
金
採
択
と
な
り
、
屋
台
販
売
を
開
始
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
お
客
様
の
笑

顔
と
地
域
の
賑
わ
い
に
貢
献
す
る
た
め
、
一
層

励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（まんのう町商工会）小規模事業者持続化補助金を活用して

屋台販売

を開始

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
大
き
く
受
け

た
飲
食
店
で
す
が
、
今
回
の
補
助
金
申
請
を
通
じ

て
、
今
後
の
経
営
方
針
の
明
確
化
と
コ
ロ
ナ
対
策

設
備
の
強
化
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
先
行
き
の
見
え
な
い
状
況
が
続
く
と
思
い
ま

す
が
、
今
後
の
さ
ら
な
る
事
業
発
展
の
き
っ
か
け

と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

 　
ま
ん
の
う
町
商
工
会

　
　
　

経
営
指
導
員　

吉
藤　

亮
太
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エキスパート登録 の専門家から 

ワンポイントアドバイスアドバイスアドバイス
経営戦略、人事・労務、事業
承継支援を実施。中小企業診
断士、社会保険労務士、ファ
イナンシャルプランナー。

笠居　昭司

第１回
刻々と変化するコロナ禍での経営環境にどう対応するか、計３回にわたって連載します。
テーマ 「ポストコロナ時代の経営」

次回は「公的支援制度とその活用方法」を掲載します。

雇用の維持と求人の確保、働き方改革の推進を
　県商工会連合会は、６月９日、香川県、香川労働局、県教育委員会及び四国経済
産業局より、雇用に関する協力要請を受けた。
　この日、西原副知事、松瀨労働局長をはじめ各機関の幹部が揃って県産業会館を
訪れ、「雇用の維持と求人の確保」「働き方改革の推進」「多様な人材の雇用と活
用」「若年者の雇用機会の確保及び職場への定着」の4項目にわたる要請書を篠原会
長に手渡した。
　要請書では、本県の雇用情勢は、求人が求職を上回って推移しているものの求人

は弱含んでおり、求職者の増加の兆しも相まって、新型コロナウイルス感染症が雇用に与える影響が懸念されている。
こうした中、地域経済の維持・回復のためには、雇用の維持とともに、求人を確保
することが重要である。また、就業機会の拡大や意欲・能力を存分に発揮できる環
境を作るための働き方改革への取組みや新型コロナウイルス感染症への対応など、
新しい働き方への転換を進めていくことが必要であるとしている。
　県商工会連合会では、県経済及び県内中小・小規模事業者の持続的発展に向け、
雇用環境の向上がなされるよう、この要請内容を各商工会に周知し、協力を求めた。

　昨年１月 24 日の PCR 検査第１号陽性者から本年５月末の段階での新型コロナの累計陽性者数は、全国で約
73 万人である。これは毎年流行するインフルエンザで医者にかかる人が 1000 万人超であることと比較する
と、かなり少ない。なお、インフルエンザはピーク時には、１週間で200万人程度が感染している。死亡者数（５
月末約 13,000 人）についても、死亡した者でコロナが陽性であった人数をカウントしているため、コロナが
直接の死因となった人数は10分の１程度という見方もある。以上を踏まえると、日本のコロナの感染状況は、
「さざ波」と言って非難された者もいたが、パンデミックという状況にはないというのが事実である。
　しかし、国は新型コロナウイルスを指定感染症２類相当に指定したことから、患者だけでなく無症状病原体
保有者等も感染症指定医療機関に原則入院する対応となり、陽性者の増加に伴って医療崩壊に繋がると日本中
が大混乱に陥っている。今後も指定感染症の変更もしくは解除、PCR 検査の見直しが行われない限り、このよ
うな状況は繰り返されていくことになるだろう。
　しかし、繰り返し行われた緊急事態宣言による自粛要請によって、経済は壊滅的な影響を今なお受け続けて
いる。これを数字で見てみると、2020 年４月から 2021 年３月までの期間を前年度と比較した場合、実質
GDP成長率はリーマンショックを超えるマイナス4.6％と大きく落ち込み、現在も厳しい状況が続いている。
　このような状況下において、経営者はどのように考えて行動すべきなのだろうか。非常に難しい判断を迫ら
れている事業者も多いと思われるが、重要なのは事業を如何に継続していくかということである。そのために
まず優先すべきことは、当たり前のことではあるが、経営体力をできる限り維持していくことである。現在苦
境にある事業者はもちろん、今は好調な事業者も収束後は逆に売上の反動減もあり得ることを真剣に考える必
要がある。助成金等の公的な支援策も積極的に活用しながら支出を抑え、人材の流出を防ぐことで、収束後に
一気呵成に動ける体制を維持することが重要である。次に現状のように従来の想定を超えた事業環境の変化を
もたらし続けている状況は、Volatility（不安定性）、Uncertainty（不確実性）、Complexity（複雑性）、
Ambiguity（曖昧性）の頭文字をとり、VUCA（ブーカ）ワールドと呼ばれている。このような状況で大事なことは、
将来の「明確なビジョン」を描いたうえで、「環境変化を前提とした計画」を策定し、「変化に合わせて随時計
画を見直す」。つまり変化に合わせて柔軟に軌道修正できる経営体制を確立することが重要だと考える。
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県
商
工
会
連
合
会
は
、
5

月
26
日
に
高
松
国
際
ホ
テ
ル

で
令
和
3
年
度
通
常
総
会
を

開
催
し
、
令
和
2
年
度
事
業

報
告
書
及
び
収
支
決
算
書
の

承
認
と
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
を
行
っ
た
。

　

新
た
に
就
任
し
た
5
名
の

商
工
会
長
と
県
青
年
部
連
合

会
長
を
含
む
18
名
の
連
合
会
役
員
を
選
任
し
た
。

【
香
川
県
商
工
会
連
合
会　

役
員
】

　
　

会　
　

長　
　

篠
原　

公
七
（
観
音
寺
市
大
豊
）

　
　

副　
会　
長　
　

丹
生　

兼
宏
（
土
庄
町
）

　
　
　
　

〃　　
　
　

香
川　

芳
文
（
丸
亀
市
飯
綾
）※
前
理
事

　
　

専
務
理
事　
　

宮
武　

卓
朗
（
員
外
）

　
　

理　
　

事　
　

本
田　

展
稔
（
東
か
が
わ
市
）

　
　
　
　

〃　　
　
　

長
松　
　

稔
（
小
豆
島
町
）※
新
任

　
　
　
　

〃　　
　
　

森
本　

晃
司
（
三
木
町
）

　
　
　
　

〃　　
　
　

寺
岡　

増
紀
（
高
松
市
牟
礼
庵
治
）※
新
任

　
　
　
　

〃　　
　
　

石
丸　

英
正
（
高
松
市
中
央
）

　
　
　
　

〃　　
　
　

中
山　
　

清
（
直
島
町
）

　
　
　
　

〃　　
　
　

岡
内　
　

等
（
綾
川
町
）※
新
任

　
　
　
　

〃　　
　
　

佐
野　

尚
文
（
ま
ん
の
う
町
）※
新
任

　
　
　
　

〃　　
　
　

氏
家　

孝
志
（
琴
平
町
）

　
　
　
　

〃　　
　
　

菅
原　

順
三
（
三
豊
市
）※
新
任

　
　
　
　

〃　　
　
　

上
原　

広
嗣
（
青
年
部
連
合
会
）※
新
任

　
　
　
　

〃　　
　
　

住
野
タ
ツ
子
（
女
性
部
連
合
会
）

　
　

監　
　

事　
　

尾
﨑　
　

勝
（
さ
ぬ
き
市
）

　
　
　
　

〃　　
　
　

小
松　

正
敏
（
宇
多
津
）

「
通
常
総
会
」開
催

令
和
3
年
度

香
川
県
商
工
会
連
合
会

　

県
商
工
会

連
合
会
は
、

創
立
60
周
年

記
念
式
典
を

開
催
し
た
。

県
内
15
商
工

会
の
役
員
等

と
、
浜
田
県

知
事
、
十
河

県
議
会
議
長

を
は
じ
め
国
、

県
、
市
町
及

び
関
係
団
体

や
金
融
機
関

な
ど
、
多
数
の
来
賓
を
招
き
、
総
勢

約
１
０
０
名
で
挙
行
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と

あ
っ
て
、
出
席
者
数
を
会
場
収
容
人
数
の

2
割
程
度
に
な
る
よ
う
調
整
し
、
座
席
間

隔
の
確
保
な
ど
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て

の
開
催
と
な
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、
平
田
副
会
長
か
ら
開
式
の

辞
が
あ
り
、
続
い
て
篠
原
会
長
よ
り
式
辞

の
中
で
「
創
立
60
周
年
の
節
目
を
迎
え
、

改
め
て
原
点
に
立
ち
返
り
、
商
工
会
が
地

域
唯
一
の
身
近
な
経
済
団
体
と
し
て
こ
れ

ま
で
以
上
に
組
織
の
充
実
と
支
援
機
能
の

強
化
に
努
め
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

持
続
的
な
成
長
・
発
展
と
地
域
経
済
の
活

性
化
に
向
け
、
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

邁
進
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
お
誓
い
申
し
上

げ
る
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
商
工
会
法
施
行
60
周
年
記
念

表
彰
を
行
い
、
県
知
事
感
謝
状
、
四
国
経

済
産
業
局
長
表
彰
、
全
国
連
会
長
表

彰
、
県
連
会
長
表
彰
の
そ
れ
ぞ
れ

の
被
表
彰
者
に
表
彰
状
等
が
手
渡

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
浜
田
県
知
事
、
十
河
県
議

会
議
長
、
岸
本
四
国
経
済
産
業
局
産

業
部
長
、
森
全
国
連
会
長
よ
り
来
賓

祝
辞
が
あ
り
、
60
周
年
を
契
機
と
し

て
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
活
性

化
、
地
域
経
済
の
発
展
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
に
期
待
す
る
と
の
激
励
の

言
葉
が
寄
せ
ら
れ
た
。

高
松
市
牟
礼
庵
治
商
工
会　

会　

長　

漆
原　

憲
和　

     

高
松
市
中
央
商
工
会　
　
　

会　

長　

石
丸　

英
正

丸
亀
市
飯
綾
商
工
会　
　
　

会　

長　

香
川　

芳
文

三
豊
市
商
工
会　
　
　
　
　

会　

長　

新
延　
　

修

さ
ぬ
き
市
商
工
会　
　
　
　

監　

事　

米
田　
　

均

さ
ぬ
き
市
商
工
会　
　
　
　

理　

事　

堀
尾　

全
一

小
豆
島
町
商
工
会　
　
　
　

副
会
長　

井
上
喜
代
文

三
木
町
商
工
会　
　
　
　
　

副
会
長　

朝
川　

敏
彦

高
松
市
中
央
商
工
会　
　

元
副
会
長　

蓮
井　

正
明

丸
亀
市
飯
綾
商
工
会　
　
　

理　

事　

馬
場　

俊
作

宇
多
津
商
工
会　
　
　
　
　

理　

事　

水
野　

謙
作

宇
多
津
商
工
会　
　
　
　
　

理　

事　

高
瀬　

正
博

宇
多
津
商
工
会　
　
　
　
　

理　

事　

山
田　

勝
利

ま
ん
の
う
町
商
工
会　
　
　

理　

事　

白
川　

正
昭

三
豊
市
商
工
会　
　
　
　

元
副
会
長　

武
内　

政
敏

県
知
事
感
謝
状

役
員
功
労
者　
　

ま
ん
の
う
町
商
工
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理　

事　

辻
村　
　

猛

優
良
青
年
部　
　

ま
ん
の
う
町
商
工
会
青
年
部

優
良
女
性
部　
　

綾
川
町
商
工
会
女
性
部

青
年
部
功
労
者　

観
音
寺
市
大
豊
商
工
会
青
年
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

部　

長　

篠
原　

宜
嗣

女
性
部
功
労
者　

宇
多
津
商
工
会
女
性
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

部　

長　

住
野
タ
ツ
子

常
勤
役
職
員　
　

丸
亀
市
飯
綾
商
工
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
営
支
援
員　

末
澤　

洋
子

　
　
　
　
　
　
　

ま
ん
の
う
町
商
工
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
長　
　

長
野　
　

貢

　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
営
支
援
員　

吉
田　

晴
美

四
国
経
済
産
業
局
長
表
彰

優
良
商
工
会　
　

東
か
が
わ
市
商
工
会

　
　
　
　
　
　
　

ま
ん
の
う
町
商
工
会

優
良
青
年
部　
　

高
松
市
中
央
商
工
会
青
年
部

事
業
推
進
優
良
商
工
会
等
表
彰　

直
島
町
商
工
会

全
国
連
会
長
表
彰
（
団
体
表
彰
の
み
掲
載
）

◎
統
一
事
業
に
関
す
る
優
良
商
工
会
の
表
彰

会
員
加
入
促
進
運
動
事
業

東
か
が
わ
市
商
工
会　
　
　

さ
ぬ
き
市
商
工
会

土
庄
町
商
工
会　
　
　
　
　

高
松
市
牟
礼
庵
治
商
工
会

高
松
市
中
央
商
工
会　
　
　

直
島
町
商
工
会

綾
川
町
商
工
会　
　
　
　
　

丸
亀
市
飯
綾
商
工
会

宇
多
津
商
工
会　
　
　
　
　

ま
ん
の
う
町
商
工
会

琴
平
町
商
工
会　
　
　
　
　

三
豊
市
商
工
会

巡
回
訪
問
事
業

宇
多
津
商
工
会

持
続
化
補
助
金
申
請
支
援
事
業

さ
ぬ
き
市
商
工
会　
　
　
　

小
豆
島
町
商
工
会

土
庄
町
商
工
会　
　
　
　
　

三
木
町
商
工
会

高
松
市
牟
礼
庵
治
商
工
会　

高
松
市
中
央
商
工
会

綾
川
町
商
工
会　
　
　
　
　

丸
亀
市
飯
綾
商
工
会

宇
多
津
商
工
会　
　
　
　
　

琴
平
町
商
工
会

三
豊
市
商
工
会　
　
　
　
　

観
音
寺
市
大
豊
商
工
会

情
報
化
推
進
事
業

三
豊
市
商
工
会

商
工
貯
蓄
共
済
事
業

宇
多
津
商
工
会

全
国
商
工
会
会
員
福
祉
共
済
事
業

高
松
市
中
央
商
工
会　
　
　

宇
多
津
商
工
会

◎
経
営
改
善
普
及
事
業
に
関
す
る

　

功
労
者
等
の
表
彰

優
良
青
年
部

綾
川
町
商
工
会
青
年
部

優
良
女
性
部

土
庄
町
商
工
会
女
性
部

県
連
会
長
表
彰
（
団
体
表
彰
の
み
掲
載
）

※
前
理
事

（順不同。所属・役職名は表彰基準日現在のものを記載。）

浜田知事から感謝状贈呈

挨拶する篠原会長

5
月
26
日　

高
松
国
際
ホ
テ
ル
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香
川
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

　

県
商
工
会

青
年
部
連
合

会
の
第 

55
回

通
常
総
会
が
、

４
月 

24
日
、

高
松
市
香
川

町
の
マ
ツ
ノ

イ
パ
レ
ス　

ザ
・
チ
ェ
ル

シ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
川
﨑
県
青
連
会
長
の
挨
拶
の

後
、
岡
本
副
会
長
を
議
長
と
し
議
案
審
議
が

行
わ
れ
た
。
上
程
さ
れ
た
議
案
『
令
和
２
年

度
事
業
報
告
書
並
び
に
収
支
決
算
書
承
認
に

つ
い
て
』『
令
和
３
年
度
事
業
計
画
書
（
案
）

並
び
に
収
支
予
算
書
（
案
）
承
認
に
つ
い
て
』

『
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
つ
い
て
』

は
、
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　

今
年
度
の
重
点
項
目
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
持
続
可
能
な
青
年
部
活
動
に
向
け
た
研

修
事
業
の
実
施
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
を
含
め
た
事
業
継
続
計
画
策
定

の
研
修
等
に

よ
る
リ
ス
ク

対
応
力
の
強

化
の
二
本
立

て
と
し
た
。

　

最
後
に
、

本
総
会
を

も
っ
て
相
談

役
を
退
任
さ

れ
る
竹
内
相

談
役
よ
り
、

自
身
の
青
年

部
活
動
に
お
け
る
大
い
な
る
経
験
や
部
員
の

皆
様
へ
の
感
謝
の
意
を
込
め
た
退
任
の
挨
拶

が
あ
り
、
盛
大
な
拍
手
の
中
、
閉
会
し
た
。

　

新
役
員
は
次
の
通
り
決
定
し
た
。

第第
55
回
通
常
総
会
を
開
催

回
通
常
総
会
を
開
催

第
55
回
通
常
総
会
を
開
催

香
川
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

　

県
商
工
会

女
性
部
連
合

会
の
第
49
回

通
常
総
会
並

び
に
主
張
発

表
大
会
が
、

５
月
６
日
、

県
産
業
会
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
今
回
の
総
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
役
員
の
み
出
席
の
縮
小
開
催

と
な
っ
た
。

　

主
張
発
表
大
会
で
は
、
丸
亀
市
飯
綾
商
工

会
女
性
部
の
髙
木
和
代
さ
ん
が
、
部
員
減
少

を
止
め
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業

や
、
よ
り
多
く
の
部
員
に
参
加
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表

を
行
っ
た
。
企
業
訪
問
や
部
員
同
士
の
交
流

を
図
る
ラ
ン
チ
会
等
の
模
様
に
つ
い
て
、

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
発
表
し
た
。
審
査

員
の
宮
武
県

連
専
務
理
事

と
住
野
女
性

連
会
長
よ

り
、
講
評
と

エ
ー
ル
が
送

ら
れ
た
。

　

総
会
で
は
、

住
野
会
長
の
挨
拶
の
後
、
令
和
２
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
令
和
３
年
度
事
業

計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）、
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
、
各
議
案
と
も
原
案
ど
お
り
承
認
可
決

さ
れ
た
。

　

新
役
員
は
以
下
の
通
り
。

●
新
役
員
（
敬
称
略
）

会　

長　

上
原　

広
嗣　
　
（
高
松
市
中
央
）

副
会
長　

大
津　

勇
吾　
　
（
東
か
が
わ
市
）

　

〃　
　

平
井　

陽
介　
　
（
三
木
町
）

　

〃　
　

渡
邉　

大
樹　
　
（
宇
多
津
）

理　

事　

永
井　
　

洋　
　
（
さ
ぬ
き
市
）

　

〃　
　

久
川　

太
一　
　
（
土
庄
町
）

　

〃　
　

村
井　

大
我　
　
（
高
松
市
牟
礼
庵
治
）

　

〃　
　

今
井　

真
生　
　
（
高
松
市
中
央
）

　

〃　
　

伊
藤　

雄
介　
　
（
綾
川
町
）

　

〃　
　

新
居　

俊
彦　
　
（
丸
亀
市
飯
綾
）

　

〃　
　

真
鍋
隆
太
郎　
　
（
ま
ん
の
う
町
）

　

〃　
　

吉
田　

隆
寿　
　
（
琴
平
町
）

　

〃　
　

大
西　

弘
家　
　
（
観
音
寺
市
大
豊
）

監　

事　

今
井　

浩
之　
　
（
小
豆
島
町
）

　

〃　
　

浮
田　

知
希　
　
（
三
豊
市
）

第
49
回 

通
常
総
会
・
主
張
発
表
大
会
を
開
催

通
常
総
会
・
主
張
発
表
大
会
を
開
催

第
49
回 

通
常
総
会
・
主
張
発
表
大
会
を
開
催

●
新
役
員
（
敬
称
略
）

会　

長　

住
野
タ
ツ
子　
　
（
宇
多
津
）

副
会
長　

寒
川　

福
見　
　
（
さ
ぬ
き
市
）

　

〃　
　

横
手　

祐
子　
　
（
小
豆
島
町
）

　

〃　
　

藤
重　

英
子　
　
（
綾
川
町
）

理　

事　

藤
本　

智
子　
　
（
土
庄
町
）

　

〃　
　

増
田　

富
子　
　
（
高
松
市
牟
礼
庵
治
）

　

〃　
　

赤
松
真
美
子　
　
（
高
松
市
中
央
）

　

〃　
　

金
光
久
美
子　
　
（
直
島
町
）

　

〃　
　

松
永　

妙
子　
　
（
丸
亀
市
飯
綾
）

　

〃　
　

竹
内　

眞
理　
　
（
琴
平
町
）

　

〃　
　

青
井　

和
代　
　
（
三
豊
市
）

　

〃　
　

洌
崎
佳
栄
子　
　
（
観
音
寺
市
大
豊
）

監　

事　

原　
　

悦
子　
　
（
東
か
が
わ
市
）

　

〃　
　

松
原　

弥
生　
　
（
三
木
町
）

＊＊＊

＊
は
新
任

上原新会長による会長就任挨拶
会長バッヂを継承する川﨑前会長と上原新会長

挨拶する住野会長

主張発表する髙木さん

　

４
月
22
日
（
木
）、
香
川
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
、

香
川
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
、
香
川
県
中
小
企
業
団

体
中
央
会
青
年
部
、（
公
社
）
日
本
青
年
会
議
所
四
国
地
区

香
川
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
３
団
体
と
と
も
に
、「
災
害
時
に

お
け
る
情
報
の
共
有
に
関
す
る
協
定
書
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
有
事
の
際
は
迅
速
な
情
報
共
有
を
図
り
、
県
民
生

活
の
復
興
支
援
に
役
立
て
ま
す
。

青
年
経
済
団
体
連
携
会
議

＊ ＊ ＊＊＊＊ ＊＊＊

＊
は
新
任
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【対象世帯】 県内に住所を有する世帯

【申請締切】 令和３年７月3０日（金）必着 ※先着200 世帯で募集を締め切ります。

【申請方法】 利用申請書に必要事項を記入のうえ、ＦＡＸ・メール・郵送にて提出

※利用申請書は県ＨＰや市町防災担当課の窓口等で入手できます。郵送を希望される場合は、

香川県危機管理課（TEL：087 -832 -3242 ）までご連絡ください。

過去の大規模地震では、建物の倒壊

や家具類の転倒によって、たくさんの

方が犠牲になられました。

県の南海トラフ地震被害想定では、

家具類の転倒・落下防止対策を実施す

ることで、死死傷者数をを４分の１にに軽減

できると想定されています。

ご自分やご家族の命を守るために、家具類の固定はとても重要です。

ぜひ、この機会に、「家具類固定サポート制度」をご利用ください！

「家具・家電の固定方法がわからない」、「自分で固定作業ができない」等の

理由により、家具類の固定ができていない方のために、家具類固定サポーター

（香川県防災士会）が家庭を訪問し、固定方法のアドバイスや固定器具の取付支

援などを行う制度です。
【注意事項】
・スケジュールは目安であり、状況に応じて変更する可能性があります。

・事前診断や取付支援の作業は無料ですが、転倒防止器具の購入費用は

申請者の負担となります。なお、購入費用に対する補助を行っている

市町もありますので、利用したい場合は、お住まいの市町の担当部署に

お問い合わせください。

香川県危機管理総局危機管理課
ＴＥＬ：087 -832 -3242
ＦＡＸ：087 -831 -8811

おお問い
合合わせはは

【締切：７７月330日日（金）】
香川県危機管理課あて、利用申請を行ってください。
※先着200 世帯で、募集を締め切ります。

【８月～９月頃】
香川県防災士会から申請者に電話連絡をして、
訪問日の調整などを行います。

【９～10 月】
サポーターが家庭を訪問し、家具類の固定方法の診断を
実施します。相談のうえ、固定方法を決めてください。

【取付支援日まで】
診断結果に基づき、必要な器具等を用意してください。
※※申申請者本人が、取付支援日までに購入してください。

【1１～2月頃】
サポーターが家庭を訪問し、固定器具の取付サポートを

実施します。
取取付支援

器器具調達

事事前診断

日日程調整

利利用申請

87 月号情報誌MADO

家具類の転倒・落下防止対策による死傷者の軽減（人）

約4分の1

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

負傷者負傷者負傷者

現　状現　状現　状 対策後対策後対策後

負傷者

死者死者死者

2,3002,3002,300

600600600

2,400人

620人
140140140

死者死者死者
202020
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公益社団法人
香川県シルバー人材センター連合会 ☎087-811-7880
〒760-0066 高松市福岡町二丁目2-2 香川県産業会館5F http://www.sjc.ne.jp/kagawa/

公益社団法人  高松市シルバー人材センター　 ☎087-831-9410

公益社団法人  丸亀市シルバー人材センター　 ☎0877-23-6215

公益社団法人  坂出市シルバー人材センター　 ☎0877-46-1488

公益社団法人  仲善広域シルバー人材センター ☎0877-63-1366

公益社団法人  観音寺市シルバー人材センター ☎0875-24-0419
（善通寺市・まんのう町・琴平町）

公益社団法人  さぬき市シルバー人材センター　 ☎0879-23-2189

公益社団法人  東かがわ市シルバー人材センター ☎0879-25-6226

公益社団法人  三豊市シルバー人材センター　　 ☎0875-63-1244

一般社団法人  三木町シルバー人材センター　　 ☎087-899-8817

公益社団法人  宇多津町シルバー人材センター　 ☎0877-49-2510

公益社団法人  綾川町シルバー人材センター　 ☎087-870-9270

公益社団法人  多度津町シルバー人材センター ☎0877-33-4755

土庄町シルバー人材センター　　　　　　　　☎0879-64-5764

小豆島町シルバー人材センター　　　　　　　☎0879-75-2007

直島町シルバー人材センター　　　　　　　　☎087-892-2458

シルバー人材センターには豊かな知識・経験・技能等を持った会員が多数登録しています。どのようなお仕事でもお問い合わせください。

短期間で大量の広報を
配布するなんて…

●各種自動車運転
●経理事務
●パソコン など

●毛筆・筆耕事務
●一般事務
●調査事務 など

お客様への宛名書きは
手書きにしたいけど…

外出している間に
安心して家事を任せたい…

●福祉・家事援助
●社会活動サービス
　　　　　　　など

技能分野
●植木の手入れ
●大工仕事
●表具・表装作業 など

のび放題の植木が
お隣にご迷惑をかけている…

●建物管理
●屋外施設管理
●駐車場管理 など

不動産の管理
意外と大変だなぁ…

●広報などの配布
●検針・募金 など

遊休地の雑草を
なんとかしなければ…

一般作業
●除草・草刈り　●清掃作業
●農作業　●荷造・運搬
　　　　　　　　など

管理分野

専門技術分野 事務分野 サービス分野

折衝外交分野

あなたの「街」や事業所で、いろいろなお仕事をお手伝いします。
　私たちシルバー人材センター
は、健康で働く意欲のある原則
60歳以上の方々の就業を支援
することで、ゆとりある生活の
実現と地域社会への貢献を目
的として運営している公益団体
です。

シルバー人材センターとは…
送迎バスの運転手

どこに頼めばいいのか…

「高齢者活躍人材確保育成事業」

　香川県産業技術センターは、産業技術振興の中核機
関として、研究開発、技術相談・指導、依頼試験・分析、
機器開放、人材育成などを行い、地域企業の新製品開
発や技術の高度化等を支援しています。

　当センターでは、基盤技術の高度化支援として、溶接技
量訓練装置を利用した個別練習会を、来年２月まで毎月１
回、日曜日に開催しています。溶接マイスターが各個人の

スキルに合わ
せて指導を行
います。ご興
味のある方は、
お問い合わせ
ください。

香川県

甲

溶接技量訓練装置で溶接の腕を磨いてみませんか。

労働委員会委員による専門労働相談のご案内

「香川県子どもの未来応援ネットワーク」
のサポーターを募集しています！！

　労働委員会では、毎月１回、労働委員会委員（弁護士、大学教授、
労働組合役員、会社役員など）による専門労働相談を無料で実施し
ています。職場のトラブルを労働問題の専門家に相談してみません
か。秘密厳守ですのでお気軽にご相談ください。
　労働条件の変更、退職や解雇、パワーハラスメント防止措置など、
使用者からのご相談にも応じています。

 「香川県子どもの未来応援ネットワーク」では、子ども食堂などの子どもたちを見守り
一緒に過ごす「支援の場」をお手伝いいただける個人や団体、企業などの「サポーター」
を募集しています。
　お手伝いの方法は様々です。食材や文房具、日用品等の物資の提供、職業体験などの機
会の提供、空き家や空きスペースなどの場所の提供等、得意分野を生かした取り組みをし
ていただけます。
　参加ご希望の場合は、社会福祉法人香川県社会福祉協議会において「サポーター」登録
を行い、コーディネーターが「支援の場」と「サポーター」をマッチングします。
　詳しくは、「香川子どもの未来応援情報ひろば」（https://kagawaken-shakyo.com）
をご覧ください。
　ぜひ、サポーターとして、子どもたちを地域全体で支えるネットワークづくりに参加し
てみませんか？

　香川県労働委員会事務局
　高松市番町4-1-10　香川県庁東館 ３階
　 TEL 087-832-3723　FAX 087-806-0226
　 https://www.pref.kagawa.lg.jp/roui/

問い合わせ先

問い合わせ先　香川県子どもの未来応援ネットワーク事務局
　〒760-0017 香川県高松市番町1-10-35　香川県社会福祉総合センター5F
　 TEL 087-861-0546（地域福祉課）　FAX 087-861-2664
　 E-mail omoiyari@kagawaken-shakyo.or.jp

◆ 場　　所　香川県労働委員会事務局
◆ 対　象　者　県内の事業所にお勤めの労働者又は使用者
◆ 申し込み　相談日の前日の午前中までに事前予約をお願いします。
◆ 相　談　日　令和３年7月27日（火）、8月24日（火）、9月28日（火）
◆ 相談時間　13時から13時40分
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「朝陽が見えるカフェ」として、落ち着いた雰囲
気をコンセプトにしており、お客様にのんびりし
た時間を提供しています。お食事も香川のブラン
ド豚「讃岐もち豚」を使った特製とんかつ定食や
かつカレー、長崎ちゃんぽんなどをご用意してい
ます。

●住　　所　綾歌郡綾川町北 696-1
●営業時間　６:30～15:00
●定　休　日　年中無休
●電話番号　087-876-3188

事業所情報

豊かな自然が広がる国
道377号線沿いの場所で、
讃岐うどん専門店を営
業しています。お座敷
席もあり、ゆっくりお
食事が楽しめます。お
すすめメニューは、う
どん焼、打込みうどん、
どじょううどんです。
ぜひお越しください。

●住　　所　綾歌郡綾川町羽床上 695-1
●営業時間　９:30～15:00（コロナによる時短営業中）
　　　　　　（通常は９:30～19:00）
●定　休　日　毎週木曜日（祝日の場合は翌日金曜日）
　　　　　　１月１日～３日
●電話番号　087-878-1822

事業所情報

居酒屋に加え、2019年11月には宴会場を増設し、
リニューアルオープンしました。居酒屋がメインで
すが、昼のランチ営業も行っており、テイクアウト
も承っています。豊富な料理で皆
様のご来店をお待ちしています。

●住　　所　綾歌郡綾川町陶 2609-1
●営業時間　11:00～14:00　17:00～23:30（23:00　LO）
　日・祝日　11:00～14:00　17:00～22:30（22:00　LO）
●定　休　日　毎週火曜日
●電話番号　087-876-0194

パンの製造・販売を行っています。特に食パンは
長時間の発酵にこだわっており、食感がよく甘味
がありおすすめです。また、地元の食材を使用し
た食パンもあり、地産地消にも取り組んでいます。

●住　　所　綾歌郡綾川町滝宮 1367-1
●営業時間　７:00～19:00
●定　休　日　水曜日、日曜日
●電話番号　087-876-5591

事業所情報

事業所情報
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太陽光発電施設の　
適切な維持管理を！

「香川県太陽光発電施設の設置等に関するガイドラ
イン」に従い、地域との共生を図ってください。

　近年、全国的に、暴風や豪雨などにより、太陽電
池パネル等が水没・飛散する事案が発生しています。
発電設備の適切な設置・管理をお願いします。

●日頃から、第三者が発電設備に触れることが
　できないよう、周囲に柵塀等の設置を
●地域に被害を及ぼすおそれがあるもしくは被
　害が発生した場合は、速やかに県・市町や地
　域住民に連絡を
●発電設備の修繕等に備え、火災保険や地震
　保険に加入を

香川県環境政策課 
TEL：087-832-3209

問い合わせ先／

 法人市町村民税・法人都道府県民税などの電子申告 
 法人設立届や異動届出などの電子申請・届出 
 法人市町村民税・法人都道府県民税などの電子納税 

 

利用方法等の詳しい情報は、
eLTAX ホームページをご覧く
ださい。

香川県総務部税務課・政策部自治振興課 ／ 香川県内市町税務担当課 

【電話によるお問い合わせ】
eLTAX ヘルプデスク  0570-081459  
※つながらない場合 03-5521-0019

※ 申告内容等についてのお問い合わせは、県税事務所・各市町税務担当課へお願いします。 
 

 

オンラインで簡単にできる！  

eLTAX(エルタックス)は、地方税の申告や納税を地方公共団体や金融
機関の窓口に出向くことなく、自宅やオフィスで、インターネットを通
じて簡単に行うことができるシステムです。

 

確定申告は電子申告で。 
感染防止対策にも効果あり！ 

詳細は
香川県HPを
ご覧ください
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香川県産オリーブを使用した商品を募集します！

https://www.kensanpin.org/ らぶさぬきさん

香川県にはオリーブを使った食品や雑貨など、素敵な「オリーブ関連商品」がたくさんあります。
その商品を多くの方に知ってもらいたくて、香川県産の「オリーブ関連商品」を認証する制度を令和元年
度にスタートしました。
この度、認証商品の募集を行いますので、魅力あふれる商品のご応募をお待ちしております。

◆募集期間令和３年７月１日（木）～９月２日（木）
◆応募要件
（１）県内で生産又は製造された商品で、次のいずれかに該当するもの。
　①　農林水産物（県が開発及びブランド化に大きく関わったものは除く）
　②　加工食品（オリーブオイルは除く）
　③　雑貨などの非食品　（医薬品、美術品は除く）
（２）県内で栽培されたオリーブのみを直接的又は間接的に使用して、生産又は
　　製造された商品であること。
（３）オリーブ関連商品のブランド力強化と全体のブランドイメージ向上への貢
　　献が期待できること。
※詳細は、募集要項をご覧ください。
◆応募方法
　香川の県産品ポータルサイト「LOVEさぬきさん」から申込書をダウンロード
　し、必要事項を記入の上、メール、郵送等で下記までお送りください。
◆応募先・お問合せ
　〒760-8570　香川県高松市番町四丁目１番10号
　（一財）かがわ県産品振興機構
　担当：有馬　TEL：087-832-3387
　E-mail: kensanpin@pref.kagawa.lg.jp

　詳しくは、ホームページをご覧下さい。


